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＜病棟連絡事項＞
・虐待防止推進委員会よりお知らせが来ている為各自確認しましょう。
＜患者様連絡事項＞
・村舘　ミネ様～土井Dr.より御家族へ連絡し他科受診を促すよう指示がありました。
　　　　　　　　明日、土井Dr.より金Dr.へ直接相談して頂ける事となっています。
　　　　　　　　

・江刺家　惠子様～レントゲンの結果、骨折部は改善していない為他科受診を
検討していくよう主治医より指示がありました。

本人も他科受診について了承しています。
＜要注目患者様検討＞
・板橋　利美様～日中臥床し過ごされている為声掛けし離床を促していきましょう。
また飲水量と食事摂取量の観察を行いましょう。
・佐藤　英之様～アルコールに関連した言動は無く、プログラムの取組状況は良好です。日課も取り組む事出来ています。
・向井　敦子様～妄想言動著明に聞かれていますが他者トラブルはありません。
　　　　　　　　引き続き精神症状の観察をしていきましょう。

＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・小栗　健太郎様～診察にて”暇な時がしんどい”と頻回に不穏時指示使用していた事

不穏さや衝動行為等は無く過ごされていた事を情報提供している。

診察中は穏やかに受け答え出来ており「気分の波がある時は暇が
しんどい」「カウンセラーになりたい」と話される場面もあり。

また、主治医より年内での施設への退院を検討している事を説明
され了承。処方薬の変更は無い。
・成田　富士子様～診察時、低血糖時指示を2回使用した経緯があった事を情報提供。
「血糖コントロールが上手くいかない事でスタッフや主治医へ
八つ当たりをしてしまうんです」「こんなに苦しい思いを何年も
しなければならないのか」等と訴えあり。

主治医より、全体としての数値は良くなってきている事を説明
し渋々了解している。処方薬の変更は無い。
・民部田　和哉様～診察中、排便6日無い為グリセリン浣腸実施している事

トラブル無く過ごされている事等、最近の様子を情報提供している。

診察中「服薬自己管理したいです」と希望あるも主治医より退院が決まってから開始するよう説明され了承。処方薬の変更は無い。

また、グリセリン浣腸については明日、主治医が処方するとの事。
・成田　賀枝様～診察にて、嗜好品の自己管理を開始している事等最近の様子を情報提供。診察中、主治医より血糖値が改善してきている為継続出来るよう
嗜好品の管理をしていくよう説明され了承。処方薬の変更はない。
・河村　哲久様～診察にて頭痛を訴え頻回に頓服薬使用している事、バイタルサイン測定時異常は無い事等を情報提供。診察中、感染症が落ち着き次第主治医より施設への退院にむけ団地への外出をしていくよう説明され了承。
処方薬の変更は無い。
・小泉　裕子様～診察にて性的な内容の妄想言動あり、やや不穏さもあった事を情報
提供。主治医より非常ベルを鳴らした理由について問われると退院に関連した妄想言動を話されている場面あり。処方薬の変更は無い。
・田中　敬様～診察にて飲酒に関連した言動は特に聞かれず、落ち着いて過ごされている事を情報提供。主治医よりお盆明けに兄様へ連絡し退院に向けた面談を調整するよう指示あり。
・工藤　みず紀様～診察にて、最近の様子や痰がらみは喉の痛みの訴えは聞かれない事を情報提供。診察中、主治医よりSSTの点数が低かった事に関し質問されると「自分から挨拶する事は少なかったです」と返答されている。

処方薬の変更は無い。
・佐藤　准様～8/24　10：30退院予定である事、当日は赤十字病院受診後

当院駐車場にて青森ダルクと合流することになった事等情報提供。
診察中、左上肢の痛みを訴える様子あるも処方薬の変更は無い。
・橋本　喜久子様～診察にて、むせ込みや嘔吐は無く経過している事を情報提供。

診察中、下肢の疼痛について問われるも疼痛訴えは無い。

処方薬の変更はない。
・佐藤　英之様～診察にてアルコール依存症治療プログラムの取り組み状況は良好である事、飲酒に関連した言動は特に聞かれていない事を情報提供。
診察中、主治医より身体の痛みについて問われると「身体の痛みは良くなりました」と。処方の変更は無い。
・板橋　利美様～診察にて日中臥床傾向で過ごされている事や入浴拒否されている事

シャント部のトラブル無く経過している事等情報提供している。

診察中、主治医より食事を増やすことを提案されるも「いらない」と拒否あり。また食事の際、移動することが苦痛であると訴えあるも

退院後に向けて自分で出来ることを増やしていくよう説明され了承。

処方薬の変更は無い。
＜菅野Dr.患者様診察情報＞

・木村　加代子様～アルプロの取り組み真面目にできているが、振り返りが浅い事情報提供。家族が肝機能の数値を気にしているとにこやかに話している。19日採血指示あり。処方の変更はない。
・中居　松男様～前回の診察翌日に独語や粗暴性あった事情報提供。主治医訪室するが臥床したまま開眼せず。処方変更はない。
・續石　啓介様～主治医訪室により診察している。朝、昼は不食せずに摂取出来ている事笑顔見せながら話している。処方の変更はない。
・田村　真紀子様～他患者にお菓子を配る行為があった事、歩行や移動に意欲的でないこと、尿失禁頻回である事情報提供。

眠気があると訴えあり、リスパダール1T 夕食後→寝る前へ変更となる。
・立花　一樹様～自己服薬問題なく行えている事情報提供。外泊は1～2泊から再開
して良いとのこと。家族と日付を検討していくようにと指示あり。

処方の変更なし。
・赤坂　順市様～BS100台で経過していること、目眼科受診希望している事情報提供。

町立病院眼科へは退院後通院考えていただくこととする。

処方の変更はない。
・中居　敬悦様～介護区分に変更ない事、日課問題なく行っている事情報提供。

東病棟へ移動予定であること説明受けている。

17日からレボトミン中止予定となっていたが、

17～23日まで臨時薬でレボトミン錠　5ｍｇ　1Ｔ　寝る前に処方あり。
＜皮膚科診察情報＞
・佐々木　章洋様～アタラックスP7日分処方。口角の発赤部にアズノール軟膏
1本処方。
・阿部　文香様～両側第一趾にゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護の指示あり。
・川崎　隆志様～デルモゾールDP軟膏1本処方。
・小栗　健太郎様～特変ない為同前処置の指示あり。
＜コロナウイルス感染対策＞
・北病棟での感染拡大が終息し通常業務となりましたが、県内含め市内での感染拡大も落ち着いていない為、引き続き感染対策に取り組んでいきましょう。
・病棟の感染対策基本的な事は以下の通りです。

〇標準予防策の徹底（マスク、ゴーグル、一手技一手洗い、消毒）

〇ゾーニング（隔絶対応：部屋→ユニット→病棟）

〇感染経路別の対策（拡大を予防）

〇ＰＰＥ（陽性者への対応は決められたスタッフが行う）
